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現地において 2005年の修士論文作成時から 2013年の 9年間にわたって合計 8回、約 20週間の
実地調査によって多くのインタヴュー資料を収集したことと、現地の地方政府などで舟山群島およ
び螞蟻島における文書資料を収集したことによって、インタヴュー資料だけでなく、資料や統計を
使って論述している点も評価できる。 
ただ、人民公社時代に女性労働が「労働点数制」によって家庭から社会に反映されるようになり、
螞蟻島でも三八海塘と呼ばれる防波堤を女子労働だけで築いたとか、漁業に女子労働が使われたな
どという歴史があるが、それらの既成の歴史の語りを相対化して、その時の女性の語りをさらに深
く聞き取って、社会の変化と女性の考えをより深く描いたり、同時に男性の語りも踏まえて、この
ような女性の社会進出に対して男性はどのように考え、その考えがどのように変化したのかも分析
すれば、より立体的な社会変化を描くことができたのではないか。同じように、伝統的漁村社会に
おいて、女性は「牛馬」のように扱われたという言説をそのまま受け入れて論を展開しているが、
日本の女性労働研究でも「テマ」として軽く扱われたという先行研究があるものの、単純にそのよ
うに捉えられない部分もある。男女分業論によれば、生産も消費もともに重要な事で、女性の家事
労働が生産に関わらないから軽視されていたという既成の一面的な見方でとらえるのではなく、そ
の実態をさらに深く掘り下げるべきではなかったか。民俗学が描いた、豊かな民俗社会という視点
もある。それを踏まえて、伝統的社会の実態を捉える必要があるのではないか。 
螞蟻島における女性に対するインタヴューを中心に、女性労働がテマから労働主体に変化したこ
とを導き出しており、それ自体は評価できるが、それぞれの場面のインタヴューをさらに深く、徹
底的に聞き取るべきであった。その変化が、いつどのように芽生えて変化に結び付いたかというプ
ロセスをより明確に聞くことが大事である。 
また、女性研究者が女性を対象とするから、ジェンダーの視点に基づいた女性民俗誌といえるの
か。女性だけを対象にするのでは、その社会における客観的な女性の位置づけができるとは限らな
い。先述したように、男性の位置づけや男性の言説も踏まえながら、その社会における客観的な女
性の位置づけを分析していく視点と方法の発展が今後期待できる。 
最後に、中国民俗学において、漁村民俗誌はまだ少ない。日本民俗学では漁村研究は多くある。
その成果を援用しながら、中国漁村研究を展開するという意義は認められる。しかし、中国の漁村
研究を、中国人留学生が日本で行う意義を客観的に説明する必要がある。その点を指摘した上で、
現在、中国は海洋文化研究を発展させようとしており、その点で本論文は大変意義深い研究だと言
える。また、本論文は女性労働だけでなく、螞蟻島における漁村社会の生活全体を対象として女性
の社会や家族における変化を分析しており、フィールド・ワークに基づいた実証的研究を実現した
点で高く評価できる。 
以上の審査結果に基づき、本論文は、研究テーマおよび研究方法の妥当性、論の構成と結論の正
統性など博士論文として高い学術レベルにある点において、口頭試問を通して審査員一同の意見が
一致した。その結果に基づき、本論文は、歴史民俗資料学研究科の学位請求を十分に満たす内容を
もつ論考であり、于洋氏に博士（歴史民俗資料学）の学位を授与する事が適当であると認める。 
